
　後援会の皆様には日頃から立川博敏の議員活動にご理解、

ご支援を頂きまして、本当に有難うございます。

　今回の平成１６年度結城市議会第２回定例会で、

議会での

発言にも少しずつ慣れてきた状況です。一般質問は、

初当選以来連続５回行いましたが、

で、皆さんのご意見を頂きたく、

宜しくお願いを申し上げます。

　さて、今回の平成１６年度結城市議会第２回定例会ですが、議案の本数も９本と

少なく、補正予算の内容も少ないものでした。

　私自身も、 議員２年目のスタートを切り、昨年に比べ、活動内容をより

充実させながら取り組んでいきたいと考えております。

通算５回目の一般質問での登壇を無事を終え、

市民の皆さんの

声を伝えることのできる大切な機会として、これからも

続けて行きますの

例年、当初予算成立直後の６月議会

での補正予算は最小限にとどめ、９月以降の議会で、内容の濃い補正予算が提案

されるようです。

無事に

平成１６年７月１日　　後援会報－１１

発行：立川ひろとし後援会　後援会長　三浦　達男

　　　　　　　　　　　　　去る、平成１６年５月１６（日）城南コミュニティー

　　　　　　　　　　　　センターにて、立川ひろとし後援会主催による、議会
　　　　　　　　　　　　報告会を開催しました。約４０人の方に参加を頂き、

　　　　　　　　　　　　プレゼンテーション形式による市の問題点、議会の実態、
などについて２時間ほどの話をさせていただきました。ご参加を頂いた方々からは、
内容がわかりやすいとの好評をいただき、開催した手ごたえを感じております。

　今回は急遽の開催でもあり、連絡が周知できず、参加できなかったみなさんには
大変申し訳なく思っております。これからも年１回程度の開催を考えておりますので、

開催の際は、段取りを整え、後援会報での早めのご連絡も行っていきたいと考えて
おりますので、次回の皆様のご参加を、宜しくお願いを申し上げます。 1



報告 第 1号　地方自治法第179条第1項の規定に基づく　　
　　　　　　 専決処分について

･･･ 承認

専決処分とは？？？

　

① 平成15年度結城市一般会計の歳入歳出それぞれに256,000千円を追加し、
　 歳入歳出をそれぞれ16,964,100千円とする。

⑫ 結城市市税条例の一部を、地方税法等の改正に準じて改正

⑬ 結城市都市計画税条例の一部を、地方税法等の改正に準じて改正

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

② 平成15年度結城市国民健康保険特別会計の歳入歳出それぞれに19,976千円を追加し、

　 歳入歳出をそれぞれ4,989,530千円とする。

③ 平成15年度結城市老人保険特別会計の歳入歳出それぞれに77,412千円を減額し、

　 歳入歳出をそれぞれ4,011,801千円とする。

④ 平成15年度結城市介護保険特別会計の歳入歳出それぞれに36,094千円を減額し、

　 歳入歳出をそれぞれ1,773,582千円とする。

⑤ 平成15年度下館・結城都市計画事業結城南部第一土地区画整理事業特別会計の
　 歳入歳出それぞれに11,248千円を減額し、歳入歳出をそれぞれ134,165千円とする。

⑥ 平成15年度下館・結城都市計画事業結城南部第二土地区画整理事業特別会計の
　 歳入歳出それぞれに6,401千円を減額し、歳入歳出をそれぞれ928,346千円とする。

⑦ 平成15年度下館・結城都市計画事業結城南部第三土地区画整理事業特別会計の
　 歳入歳出それぞれに16,405千円を減額し、歳入歳出をそれぞれ289,770千円とする。

⑧ 平成15年度下館・結城都市計画事業結城南部第四土地区画整理事業特別会計の
　 歳入歳出それぞれに8,772千円を減額し、歳入歳出をそれぞれ287,766千円とする。

⑨ 平成15年度結城市公共下水道事業特別会計の歳入歳出それぞれに1,148千円を減額し、
　 歳入歳出をそれぞれ1,706,134千円とする。

⑩ 平成15年度結城市農業集落排水事業特別会計の歳入歳出それぞれに8,867千円を
　 減額し、歳入歳出をそれぞれ358,282千円とする。

⑪ 平成15年度結城市住宅資金等貸付事業特別会計の歳入歳出それぞれに214千円を
　 減額し、歳入歳出をそれぞれ27,474千円とする。

⑭ 結城市国民健康保険税条例の一部を、地方税法及び国有資産等所在市町村交付金
　 及び納付金に関する法律の一部改正に準じて改正

本来は議会の議決を要する事項について、特定の場合(定足数に達せず議会が開けない、
議会を開く時間が無い、など）には、地方公共団体の長（結城では市長）が議会に
代わって、その議決すべき事項を処分することをいいます。その処分した内容に

ついては、その後の直近の定例会で、議会の承認を得ることになっています。 2



議案 第44号　平成16年度結城市一般会計補正予算(第1号)　 ･･･ 可決

議案 第45号　平成16年度下館・結城都市計画事業結城南部第二 ･･･ 可決
　　　　　　 土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号）

議案 第46号　結城市職員の特殊勤務手当てに関する条例の一部を ･･･可決
　　　　　　 改正する条例について

　 ･･･可決
　　　　　　

議案第48号　結城市非常勤消防団員に係る退職報奨金の支給に　 ･･･可決
　　　　　　 関する条例の一部を改正する条例

議案第49号　町の区域の設定について　　　　　　　　　　　　 ･･･可決

議案第50号　建物収去土地明け渡し請求に関する訴えの　　　　 ･･･可決
　　　　　　提起について

議案第51号　筑西広域市町村圏事務組合規約の変更について　　 ･･･可決

決議第2号　地方分権を確立するための真の三位一体改革の　　　･･･可決
　　　　　　実現を求める意見書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

①歳入歳出それぞれ9,200千円を追加し、歳入歳出をそれぞれ15,729,200千円とする。

①歳入歳出それぞれ19,830千円を追加し、歳入歳出をそれぞれ 852,041千円とする。

①小・中学校における不登校児の児童生徒の教育相談等に従事するスクールソーシャル
　ワーカーの勤務の特殊性を考慮し、手当てを支給するための条例改正

①各役職・勤続年数による支給額を一律2,000円値上げ

①結城駅前土地区画整理事業完了により町名の区域を変更（情報センター周辺）

①保留地売買契約解除に伴う建物の収去並びに土地の明け渡し及び賃借料相当
　損害金の支払いを求める訴えの提起に対して議会に同意を求めるための議案

①筑西広域市町村圏内で小児救急医療への対応を促進するため、共同事務処理する
　事務に項目を追加するための議案

①地方交付税の維持、税源移譲、全体像と工程の提示などを求める意見書

議案第47号 結城市行政手続等における情報通信の技術の利用に
関する条例について

①行政手続等において、従来の紙による手続きに加えてオンラインによる手続きも
　可能にするための条例改正
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《市内巡回バスのコース見直し・停留所の追加等を検討中》

《第３次行政改革の取り組みについて》

《小児救急医療に対する取り組みについて》

《結城南部土地区画整理地内の保留地処分が難航》

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　市政施行５０周年記念とあわせて試行が開始された市内巡回バス事業について

　議会内で下記のような話題が挙がった。

　　・賃借料の決定の際、入札で行った為、当初見込みより安く借りることができ、

　　　バス２台を９ヶ月間借りる予算が確保できた。

　　・８月末をメドに第１回目の見直しを行い、コースの見直し、コースの追加、

　　　停留所の追加などを行いたい。

（議会最終日の市長発言、篠崎議員･中条議員の一般質問、総務委員会での執行部答弁より）

　　平成８年度より実施した「結城市行政改革大綱」、平成１２年度から１６年度まで

　５ヵ年計画で実施している「新・結城市行政改革大綱」につづく、第３次行政改革を

　今年度中にとりまとめ、平成１７年度より実施をする予定。

　　　　　　（議会最終日の市長発言・篠崎議員の一般質問に対する執行部答弁より）

　　筑西広域市町村圏事務組合全体で小児救急医療への対応を促進するため、組合にて

　共同事務処理する事項の中に「小児救急医療に関すること」を追加することが、

　本定例会にて可決された。（議案第５１号）

　　　　　　　　　　　　　　　　（本会議での議決内容・総務委員会での答弁より）

　・南部土地区画整理事業の進捗率は全体で８３．３％

　・投資額ベースは総事業費２７４億５,２００万円、残事業費は４４億３,９００万円

　・保留地処分状況は全体で･･･

　　　　全区画　　３２４区画　５５,３３５ ㎡

　　　　処分済み　１２９区画　１６,４３３ ㎡

　　　　未処分　　１９５区画　３８,９０２ ㎡　　処分進捗 約３４％

　（中田松雄議員の一般質問による執行部答弁より・数字は平成１５年度末現在　 4



《結城市民情報センターの運用状況》

《筑西遊湯館の来館者は当初見込みの６割》

　

　　先日の平成１６年５月１５日にオープンした、結城市民情報センター、

　ゆうき図書館の運用状況について、下記のような答弁があった。

　　平成１５年度の来館者を２５万１,８６０人と見込んでいたが、実際には、

　 であり、 であった。平成１５年１１月に、

　委託先より経費捻出ができない旨の相談が筑西広域市町村圏事務組合にあり、

　組合では、職員２名の経費を組合側で持つ決定をし、広域議会の承認を得た。

（中条議員の一般質問に対する執行部答弁より）

　

　

　

　　・来館者は平均で平日 約１,８００名、土日 約３,９００名

　　・５月分の図書館以外の利用件数は１１６件

　　・３階多目的ホールは６月１日より使用開始で現在３３件の申し込みがある

　　・今後、インターネットによる資料の予約システム（予約して後日借りる）や

　　　南部地域の方のために、近くの公共施設への配送サービスの実施について

　　　検討をしていきたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　（大里議員の一般質問に対する執行部答弁より）
　

１５万８,７４５人 目標の６３％

後援会へのご紹介のお願い
　平成１５年１月に、茨城県選挙管理委員会へ後援会の設立届けを提出してから、

早１年半ほどが経過をいたしました。

、毎回 2,000部を作成し、

皆さんのご協力を頂きまして、

　私は、これからも本誌をできるだけ多くの方にご覧頂いて、市政の状況を広く

お伝えしたいと考えております。つきましては、皆さんの御知り合いの方で、

本誌をご覧頂きたい方がおられましたら、後援会事務所までご一報をお願い

したいと思います。（連絡先は本誌の最後のページに書いてあります）

　次回からの発送の際に、後援会から郵送をさせていただきます。

　後援会報（本誌）は 郵送、関係者の皆さんによる

手渡し、ポスティング、駅での配布等を通して、皆さんのお手元にお届けをして

おります。 １年前の平成１５年６月議会の議会

報告として初めて発行したときから比べ、配布数も徐々に増加をしております。

皆さんからのご紹介をお待ちいたしております！
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市政施行５０周年を迎えての今後の結城市政について

《質問者：たちかわひろとし》

《答弁者：市長公室長》

　

　

　

① 単に記念事業を行うだけでなく、今後５０年１００年を見据えた考え方での
　 取り組みをしてほしいと考えているが、執行部の考え方を伺いたい。

② これからの財政の厳しい中で、市民に広く人材を求め、一緒に街づくりに
　 取り組むことが重要と考えているが、執行部では、人材発掘、人材登用に
　 ついてどのように考えているか？

③ これからの結城を担う子ども達に人間的な豊かな教育をしていただき、
　 その積み重ねを人材教育として、今後の結城を支える糧としてほしい。
　 こういった考え方に対する執行部の取り組みを伺いたい。

　

　

　

　

① 指摘どおり、記念式典等は一時的なものであり、将来の結城市像を見据えた
　 街づくりに関する事業等は市民の英知を結集した結城市総合計画や
　 都市マスタープランに掲げている基本理念や目標に基づき各種事業を
　 早期に実現すべく進めてたいと考えている。

② インフラ整備がある程度実施された現在では、市民の身の回りの環境へと
　 移行していると言われている。地域の小公園や公民館などの住民施設、
　 あるいは住宅周辺や緑や自然環境問題などは、日常生活に直結することであり、
　 市民自らが発言し参加しやすい問題である。
　 最近では、奈良県の吉野町や笠間市など、多くの市町村で街づくり教室が
　 展開をされている。このような活動を実施していく為には、地域コミュニティー
　 等の非営利組織が重要な役割を担うことになるため、本市においても、今後は
　 これら組織作りを含めて調査、研究し、行政と住民が一体となった街づくりを
　 進めていきたいと考えている。

③ これは、学校教育の全ての領域を通して育てる取り組みが必要である。
　 現在、本市の教育で取り組みつつある、あるいは取り組もうとしている中では、
　 １つ目は、心の栄養といわれる読書の推進。２つ目は、地域に開かれた学校
　 作りをいっそう進め、人と人とのふれあいの機会や活動を多く取り入れ、
　 他の人との関わり方を学びながら、他人に対する思いやりや、感謝の気持ち
　 などを育てる。３つめに、地域の青少年育成に関する団体との連携を密にし、
　 社会体験や自然体験活動を通して、社会の役に立っているという有用感や
　 達成感を味あわせ、自信を持たせるとともに、自然や生命に対するするどい
　 感性を育てていきたい。

《答弁者：教育長》
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《質問者：たちかわひろとし》

《答弁者：保健福祉部長》

　

　

　

　

① 緊急通報装置を含む独り暮らしの老人に対する制度の適用条件、運用方法などの

　 考え方について答弁願いたい。

② 他のサービスに比べて緊急通報装置の重要性は高い。適用条件を緩和して、

　 多くの人に使ってもらうべきと考えるが適用条件の拡大に対する執行部の

　 考え方を答弁願いたい。

① 本格的な高齢社会の到来に対応し、高齢者の健康や、生きがい作りを含めた

　 保健福祉の充実を図るため、平成１５年３月に策定をした「結城市高齢者プラン

　 ２１」に基づき、在宅の高齢者を対象とした保健福祉サービスを提供している。

　 その内容は以下のとおりである。

　 (1) ふれあい配食サービス事業

　　　６５歳以上の調理の困難なお独り暮らしの高齢者、および高齢者のみの世帯、

　　　身体障害者の方を対象に、栄養バランスの取れた昼食を提供し、高齢者の

　　　自立支援と介護予防をはかるもの

　 (2) 寝たきり老人等介護用品購入助成事業

　　　在宅で介護を受ける要介護４もしくは５相当で、かつ、市民税非課税世帯に

　　　属している方に月額5,000円の助成券の交付。対象品目は、紙おむつ、

　　　ドライシャンプー、静止機材、尿取りパッド、使い捨て手袋の５品目

　(3) 寝たきり老人等福祉手当支給事業

　　　本市に６ヶ月以上居住する７０歳以上の方で、心身の障害により常時寝たきり、

　　　および痴呆状態になり、その状態が３ヶ月以上経過し、かつ継続することが

　　　認められる方に月額3,000円を支給するもの。民生委員を通じて申請がなされ

　　　審査の上認定をされる。

　(4) 愛の定期便事業

　　　６５歳以上の独り暮らし高齢者を訪問して、定期的に乳酸飲料を配達し、

　　　高齢者の安否を確認するもの。民生委員を通して申請が必要で、審査の上

　　　認定をされる。

　

　

　

　

　

　

　

　

ひとり暮らし老人等緊急通報装置の運用について

7



　 (5) 緊急通報装置貸与事業

　　　６５歳以上の独り暮らし高齢者に緊急通報装置を設置することにより

　　　日常生活上の緊急事態に、迅速かつ適切な救援活動ができるようにするもの。

　　　民生委員を通して申請が必要で、審査の上認定をされる。

　 (6) 針・灸・マッサージ施術費助成事業

　　　６５歳以上の高齢者に対し、針・灸・マッサージ施術費用として

　　　年額2,000円の助成券を交付。

　 (7) 家族介護者交流事業

　　　在宅で介護を行っている介護者を一時的に介護から解放し、介護者相互の

　　　交流会等により介護者の心身のリフレッシュを図るもの。

　 (8) 生活管理指導短期宿泊事業

　　　６５歳以上の高齢者で、社会的対応が困難な方を、養護老人ホームに

　　　短期間に宿泊をさせ、生活習慣の指導や体調の調整を図るもの

　 (9) 成年後見制度利用事業

　　　身寄りのない重度の痴呆性高齢者等で、意思能力や判断能力が十分では

　　　ない方を保護するための制度

　 (10) 養護老人ホーム入所事業

　　　６５歳以上の高齢者で、家庭の事情や経済的に困窮される方、自宅において

　　　生活が困難な方を施設入所する事業

　 社会福祉協議会への委託、もしくは実施している事業は９つある。

　　・ミニヘルパー派遣事業　・地域コミュニティー運営事業

　　・布団乾燥者派遣事業　　・高齢者地域支援体制整備事業

　　・独り暮らし高齢者安否確認 ふれあい電話サービス

　　・独り暮らし高齢者安否確認 友愛訪問サービス

　　・独り暮らし高齢者ふれあい会給食サービス

　　・独り暮らし高齢者ふれあい合同会食サービス　・おせち料理宅配サービス

　 高齢者とは６５歳以上を言い、なおかつ、独り暮らし高齢者とは、６５歳以上で、

　 現に一人で生活を営んでいる方とし、同一敷地内、および、隣接敷地内に家族と

　 別居している方は除いている。
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② 緊急通報装置は、本体および手元押しボタン、ペンダント、ガス漏れセンサー、

　 火災センサーがセットになっており、設置工事費を含む単価が一式 11万2,900円

　 である。また年１回の保守点検が必要で、１台あたり１万円、ガス漏れセンサー、

　 火災センサーは５年ごとに交換となり、２台で 約1万5,000円の経費が必要。

　 平成１６年６月１日現在、６５歳以上の単身世帯数が1,129世帯、独居老人として

　 市に登録してある世帯が 336世帯、緊急通報装置設置済み世帯が 231世帯、

　 待機者世帯が 44世帯となっており、毎年新規設置台数20台を見込んでいる。

　 今後、ますます高齢化が進展することによって、設置希望者が増加をするものと

　 思われる。適用条件を拡大することにより、待機者世帯が増加することは確実で、

　 事業費の大幅な増加が見込まれる。したがって、適用条件の緩和については、

　 財政状況を鑑みながら今後検討していきたいと考えている。

① 公達地域で施行されている雨水事業の今年度の状況と見通しについて答弁願いたい。

② 公達地域の道路整備全般についての執行部の考え方を答弁願いたい。

③ 市道０２１９号線 大型店舗北側の道路の路肩の崩れが目立つ。早急に補修の

　 必要な地域に関しての執行部の考え方を答弁願いたい。

① 平成１６年度の整備事業費は１５００万円。整備方針につきましては、未整備

　 地域の状況を見ながら継続工事の発注をしていきたいと考えている。

　 平成１２年度から事業着手し、平成１５年度末での整備進捗率は全体の

　 約６０％である。

② 現在進めている雨水排水路の整備を優先に進めているので、排水施設の工事後の

　 舗装路面は良い状況にあるとはいえない状況である。平成１６年度から合併

　 浄化槽の設置による排水施設の占用工事も承認しており、道路の掘削工事も

　 増加している。舗装補修工事については、雨水排水施設が完了してから

　 全面的に行う計画である。

③ 公達地区については雨水排水施設の整備が急務と考えている。しかしながら、

　 緊急に整備が必要なところについては、年次計画等により適切な舗装・補修工事を

　 進めていきたいと考えている。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

《質問者：たちかわひろとし》

《答弁者：都市建設部長》

　
　
　

公達地域の住環境整備について
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立川ひろとし後援会 事務所
結城市公達9858-2 5　TEL&FAX 0296-33-5657

URL : http://minna.zive.net/tacho
E-mail: webmaster@minna.zive.net

４月　公達町内会 総会出席
　　　結城中学校 入学式 出席
　　　城西小学校 入学式 出席
　　　議会だより編集委員会 出席

　　　民政会 研修会 出席（茨城県つくば市）

　　　ふれあい電話の会 お花見会 参加

　　　ダルク 餅つき交流会 参加

　　　城西小学校ＰＴＡ総会 出席

　　　結城中学校ＰＴＡ総会 出席

５月　結城市防犯サポーター 発足式 出席

　　　公達町内会 役員会 出席
　　　下館第一高等学校 同窓会 役員会出席
　　　公達街づくり委員会 出席

　　　結城市市政施行５０周年記念式典 出席

　　　立川ひろとし後援会 議会報告会 開催
　　　結城市議会 正副委員長会議 出席
　　　公達町内会 交通安全看板設置 参加
　　　地方自治経営学会 参加（民政会 研修会をかねて）

　　　会派 研修会 出席（茨城県笠間市）

　　　国際友好協会 役員会出席（総務委員長 代理）

６月　青少年育成市民会議 城西支部総会 出席
　　　公達街づくり委員会 出席

　　　公達クリーン作戦 参加

　　　結城市消防団 第５分団 後援会総会 出席

　

　

　後援会報の発行も着々と回を重ね、議会報告としては、

５回目となりました。今回は議案も少ないことから、

ページも前回、前々回と比べて少なくなっておりますが、

いつもどおりの濃い内容になっております。

　これからも発行数を増やしながら、多くの人にご覧を頂き

たいと考えていますので、ご愛読を宜しくお願いいたします。

　◎次回定例会日程(案)
　

9/ 9(木) 本会議(開会)

9/10(金) 一般質問

9/24 本会議(閉会)

9/13(月) 一般質問

9/14(火) 常任委員会

　　　　 (総務･産業)

9/15(水) 常任委員会

　　　　 (教育福祉･建設)

9/16(木) 決算特別委員会

　　　　 (総務･産業 所管分)

9/17(金) 決算特別委員会

　　　　 (教育福祉･建設 所管分)

(金)
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